
平成２７年度 

「中小企業の診断及び助言に関する実務の事例Ⅰ」の出題の趣旨 
 

 

第 1問（配点 20点） 

 創業以来、A 社の経営を支えてきたスポーツ用品事業の市場特性について、基本的理解

力・分析力を問う問題である。 

 

第 2問（配点 20点） 

 従前、社内の一事業部門として運営してきたプラスチック成形事業を、関連会社に移管

している理由について、分析力・課題発見力を問う問題である。 

 

第 3問（配点 20点） 

A社グループの売上の 60％を占めるまでに成長した事業が、今後 A社グループの経営に

対してどのような課題を生じさせる可能性があるかについて、分析力・課題発見力を問う

問題である。 

 

第 4問（配点 20点） 

 A社グループが成果主義型賃金制度を導入しない理由について、分析力を問う問題である。 

 

第 5問（配点 20点） 

 プラスチック製造を主力事業としてきた A 社が、新規事業としてスポーツ関連のサービ

ス事業をさらに拡大する際に、どのような点に留意すべきかについて、中小企業診断士と

しての助言能力を問う問題である。 

 

以上 

 

 


